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1. 約10年間 にわたる島根県農村地帯（平担地，出稼

ぎ地帯，山村，都市周辺等）の生活実態調査結果より，

特に，農村主婦の労働過重とその対策の必要性を痛感し

ていた。

その原因追求，疲労度の問題を考究しつつある矢先，

安来市，簸川郡，八束郡三地区について，我々の生活実

態調査に平行して，医学的調査が行なわれた。

そこで，我々は貧血に関する諸問題と食生活の関係に

ついて究明したい。

2. 上に述べた調査について，下記三地区を対象とし

て考察を試みた。

Ａ　安来市四力地区,  89世帯，昭和41年 ７月~ 8月

Ｂ　簸川郡斐川村三力地区，27 世帯，昭和42年 ８月上

旬
Ｃ　八束郡宍道町二地区，61 世帯，昭和42年12 月

3.    以上，各地区の栄養摂取 実態 より，動物性蛋白

質，及びビタミンＡ摂取と，貧血状況との関連につき，

若干の知見を得たので報告する。


